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町消防団次第浜チーム　
第四分団第６班
新潟県消防大会　
自動車ポンプ操法の部　制覇！！祝
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町 長 へ 表 敬 訪 問

消防団幹部の皆さんから一言 ご指導くださった分署長から一言

　7月 26 日（日）新潟県立津川漕
そうてい

艇場で行われた第 66 回新潟県消防大会ポンプ操法競技会で、自動車ポンプ操法の部
に出場した聖籠町消防団次第浜チーム（第四分団第６班）が接戦を制し、見事優勝しました。
　町操法大会前から３か月間にわたり練習してきた結果が実り、聖籠町では初となる優勝という快挙を成し遂げました。
来年は県大会で優勝すると、全国大会に駒を進めます。今後も活躍にご期待ください。
　ご指導・サポートくださった新発田広域事務組合消防本部聖籠分署および消防団関係者の皆さん。そして、大会当日
応援に駆けつけてくださった町民の皆さま、本当にありがとうございました。

　次第浜の皆さん、優勝おめでとう。３か
月間に及ぶ連日連夜の練習本当にご苦労さ
までした。
　仕事と家庭もあるなか、本当によく頑張
ってくれたと思います。来年は全国大会へ
の出場がかかった大事な大会です。来年度
も皆で一致団結して、大会優勝を目指して
頑張っていこう！
　また、広域消防の皆さんご指導ご協力あ
りがとうございました。

　念願の県大会優勝おめでとうございま
す。今回はポンプ車の部でしたが、次回は
小型ポンプの部でも優勝を勝ち取って下さ
い。
　また選手と代表班の皆さん、３か月間の
練習・訓練本当にご苦労さまでした。それ
と、今まで応援とサポートをして下さった
ご家族、団員他、関係者の皆さま誠にあり
がとうございました。聖籠町消防団“感動”
をありがとうございました。

　聖籠町初！県大会優勝おめでとう！！
　上を目指し、３か月に及ぶ練習本当にご
苦労様でした。また、広域消防、役場、他
幹部、各団員、団員の御家族の方、地域の方、
皆さまのご支援による賜物だと思います。
　誠に有り難うございました。
　これからも、何卒よろしくお願いします。

　優勝おめでとうございます。長年の願い
が叶い目的をひとつ達成できたことを共に
歓びたいと思います。
　いよいよ来年は自動車ポンプの全国大会
が開催される年にあたります。今年の操法
にはまだまだ伸びしろがあります。細部に
至るまで完成度を高め、来年糸魚川市で開
催予定の県大会を制し、悲願を達成されま
すことをお祈りいたします。

　7月 31 日（金）、第四分団第６班の皆さんが町長を表
敬訪問し、県大会優勝の報告をしました。
　選手からは大会の感想や来年度に向けた抱負が述べら
れ、来年度への決意を町長に報告していました。
　来年度は、全国大会へ繋がる貴重な大会となることか
ら、今後も聖籠町消防団へのご理解ご協力、そして応援
をお願いします。

県大会“初”制覇！

来年は目指せ！全国大会！！

第四副分団長
前田 和真さん

第四分団長
阿部 裕幸さん

消防団長
伊藤 稔明さん

聖籠分署長
新保 保さん
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　次第浜チーム　選手の皆さんから一言
　この度の操法競技会では自動車ポンプの
部で聖籠町初の県大会優勝を飾ることがで
きました。
　これは指導してくださった方々、家族、
そして班の仲間達のおかげと思い感謝して
います。ありがとうございました。最高の
経験をさせて頂きました。

　県大会で優勝することができて本当によ
かったです。指導してくれた方やサポート
してくれた方々に感謝しています。
　今後は団員数をもっと増やし、この操法
を教えていきたいです。　　
　これからは消防団員としての日々の活動
に力を入れていきたいと思います。

　長期に渡り、指導・サポートして下さっ
た皆さま、本当にありがとうございました。
　また、アドバイスや協力をしてくれた四
分団の仲間、支えてくれた家族にも感謝の
気持ちでいっぱいです。このメンバーでは、
悔しい思いも沢山してきたので、優勝は本
当に嬉しいです。来年も優勝できるようが
んばりますので、応援をよろしくお願いし
ます。

　県大会で優勝できたのは、日々の練習

をサポートしてくれた方々のおかげで

す。

　来年はさらなる高みを目指します！

　今回の優勝は今まで指導にあたって下

さった方々の想いがこの結果に繋がった

と思います。

　今大会まで携わって頂いた関係者の皆

さま、サポートしてくれたメンバー、家

族、本当にありがとうございました。

　やっと勝ち取った優勝！

　これも皆さんのサポートがあったおか

げだと思い、感謝しています。

　本当にありがとうございました。

四番員
渡辺 博参さん

二番員
宮下 直毅さん

次第浜チーム班長
指揮者 
平野 拓也さん

一番員
宮下 範仁さん

三番員
後藤 勇人さん

補助員
渡辺 真也さん
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地域みんなで考えよう！

電子メディア※1の影響と上手な付き合い方
※1 電子メディアとは、TV・DVD（ビデオ）・携帯電話・スマートフォン（スマホ）・
　　タブレット・PC（パソコン）など

　近年私たちの生活に、より身近になっている電子メディア。「便利だから…」「使えないと時代においていかれ
そう…」そんな風に新しいものを取り入れざるを得なくなっているのではないでしょうか？

しかし、電子メディアによる悪影響はご存知でしょうか？ TV では教えてくれません。
ここではお伝えするのは、あくまで一部のみです。

実際、聖籠町の子どもたちの変化は…

大人のメディア漬けチェック

□両親そろってテレビが好き　　　　　　　　□深夜までテレビや DVD をみることが多い
□テレビは見てなくても１日中つけっぱなし　□朝起きてすぐにテレビをつける
□何か音がしていないと寂しい気がする　　　□メディア接触時間のコントロールができない
□ブログやネットサーフィンをしていると時間がたつのを忘れてしまう
□子どもと遊ぶよりも、つい電子メディアを渡してしまう。

メディア
漬け

子どものからだ 子どもの様々な問題に
つながることも…

子どものこころ

視力・立体視力の低下、
身体能力の低下（筋力やバランス）
自律神経が育たない（体温調整不良）、
五感が育たない・歪んでしまう

・メガネやコンタクトレンズ
がないと生活できない
・ボールが顔にあたる
（立体視力が育たず、遠近感
がつかめない）
・熱中症や低体温
・目が合わない
・授業中座っていられない
・友人ができない
・いじめ
・不登校、引きこもり

コミュニケーション能力が育たない、
キレやすい・ことばよりも暴力、
記憶力低下による学力の低下、
自己肯定感の低下

子どもの 50 年後を
考えるのは、大人の
責任！

30 年前より小・中学生

どちらも 約２倍 増加！

S60
（30年前）

H7
（20年前）

H17
（10年前）

H24 H25 H26

割合
（％）
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メディア漬けへの警鐘を行うために、講演会を開催。

電子メディアとの付き合い方を見直すために・・・

●　子どもにとって大切なのは、何より生身の人間同士の関わりです！電子メディアに子守りをさせず、いくつ
になっても一緒に過ごす時間を大切にしましょう。天気のいい日は TV を消して、家の中より公園で遊びまし
ょう。

●　電子メディアとの付き合い方を自分で判断できるようになるまでは、約束をするなどし、大人が管理するよ
うにしましょう。
　特に子どもからメディア機器への要求（テレビゲームやスマホを買って欲しいなど）を受けたときが親子の
成長するチャンスです。
　参考：『ネットに奪われる子どもたち～スマホ社会とメディア依存への対応～』清川輝基編薯

お問い合わせ　　保健福祉課（町保健福祉センター内）　保健師　☎ 27－6511

子どもが輝くまちづくり講演会

「メディア漬けで壊れる子どもたち～スマホ社会の落とし穴～」

　7 月 11 日（土）保健福祉センターにて開催しました。
　講演会の前には、“スマホあるある寸劇”と題して日常
にある電子メディアに関する問題と思われる場面を紹介
しました。

講師　清
きよかわ

川 輝
てるもと

基 先生（NPO 子どもとメディア代表理事　ほか）
からは、電子メディアの変化とともに日本の子どもたちも変化してき
た過程を、データを織り交ぜながら話してくださいました。
　日本の子どもたちは、世界一のメディア接触時間でありながらも、
その危険性については学ぶ機会がなく、電子メディアによる様々な影
響を受けながら育つ現状。現代の不登校や引きこもり、犯罪や事件の
裏には電子メディアの影響が否定できません。この危険性を知った上
で、大人が子どものメディア接触を調整しなくてはなりません。まず
は私たち自身がどのくらいメディアと関わっているのかを振り返るこ
とが必要です。

　＜電子メディアとの付き合い方＞　社団法人　日本小児科医会「子どもとメディア」対策委員会

１．2 歳までのテレビ・ビデオ (DVD) 視聴は控えましょう。
２．授乳中、食事中のテレビ・ビデオ (DVD) の視聴は止めましょう
３．すべてのメディアへ接触する総時間を制限することが重要です。１日２時間までを目安
　　と考えます。テレビゲームは１日 30 分まで。
４．子ども部屋にはテレビ・ビデオ、パソコンを置かないようにしましょう。
５．保護者と子どもでメディアを上手に利用するルールをつくりましょう。

話を聞いて、早速夕食のとき
テレビを消してみました！
一家団らんの時間に。

子どもの将来を考えると大人、
地域をはじめ、町ぐるみで取
り組まないと！

ネットいじめ、ネットトラブル、
ネット犯罪などがテーマだと思
っていたが、もっと深刻で身近
な問題だった！自分自身がスマホ

依存？！子どもに目を
向けなくては…！

＜参加者の声＞
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平成27年

国勢調査の
お知らせ

　　　総務省統計局
都道府県・市区町村

お問い合わせ　役場総務課 広報広聴係
　　　☎２７－２１１１（内線２２８）

聖籠町では、国から任命された５３名の調査員が全世帯を訪問して調査を行います。９月１０日
頃より順次お宅を訪問しますので、調査への協力をお願いします。

９月10日～12日
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回答用IDを配布

９月10日～20日
インターネット回答

10月１日～７日
調査票を提出

９月26日～30日
調査票を配布

平成27年国勢調査を
全国いっせいに行います

９月上旬から 調査員がおうかがいします

国勢調査は，統計法という法律に基づいて，日本に住んで
いるすべての人・世帯を対象として実施する統計調査です。

調査員が皆さまのお宅を訪問し，調査書類をお配りします。この調査では，先にインターネットでの回
答を受け付け，インターネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して調査を行
います。

インターネット回答は 調査票での回答は

いつでもどこでも，便利に回答。

パソコンやスマホでの回答を可

能に！

インターネット回答がなかった

世帯には調査員が調査票をお配

りします！

9月10日～20日 10月1日～7日

５年に１度の大調査！！

スマート国勢調査!
全国一斉インターネット回答をスタート
します。

★データの向こうにドラマがある★
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国勢調査員とは

国勢調査員は市区町村の推薦に基づいて総務大臣が任命した非常勤の国家公務員です。

国勢調査は，日本の今を知り，未来をつくるための調査です

◆　国勢調査は，日本の人口や世帯の実態を明らかにするため，統計法（平成 19 年法律
第 53 号）に基づき実施する国の最も重要な統計調査です。大正９年から５年ごとに行
われ，今回が 20 回目にあたります。

◆　調査結果は，少子高齢化対策，防災対策，地域創生などの重要課題に対する施策に活
用されるとともに，国民全員の共有の財産として，広く一般の方にもご利用いただけま
す。

◆　今回の国勢調査から，従来の調査員への提出または郵送で提出いただく方法のほかに，
インターネットでもご回答いただけるようになりました。また，パソコンだけでなくタ
ブレット端末やスマートフォンからもご回答いただけます。

　　国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください！
▼　国勢調査では，金銭を要求することはありません。また，銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号

などをお聞きすることもありません。
▼　国勢調査をよそおった不審な訪問者や，不審な電話・電子メールなどにご注意ください。不審に思った

際には，回答しないで，速やかに聖籠町役場総務課にお知らせください。
▼　調査員は，その身分を証明する「国勢調査員証」を携帯しています。（上図参照）

※　一部の地域では，調査員事務を「建物を管理する事業者など」に委託しており，「国勢調査業務委託証明書」を携帯しています。

◆個人情報は厳格に保護されます
・　国勢調査では，統計法によって，厳格な個人情報保護が

定められています。
・　インターネット回答における通信は，すべて暗号化（SSL/

TLS 方式）されています。また，不正なアクセスなどの監
視を 24 時間行っています。

・　国勢調査に従事する者（調査員，地方公共団体の職員な
ど）には，統計法による守秘義務が課せられています。

◆国勢調査は回答の義務があります
　統計法では，正確な統計を作成するために，調査項
目に回答する義務（報告義務）が定められています。
　また，回答を拒んだり虚偽の回答をした場合の罰則
も定められています。

国勢調査員証をさげている青色のひものデザイン（見本）
国勢調査員は
右のような国
勢調査員証を
身につけてい
ます。（見本）

国勢調査員が着用している腕章
（見本）

国勢調査員が持ち歩く
手さげ袋（見本）
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　今年 10 月以降、住民票の住所地にご自身のマイナンバーが記載された「通知カード」を送付し
ます。

マイナンバー制度とは・・・
　マイナンバーとは、住民票がある住民一人ひとりに付けられる 12 桁の番号のことです。マイナ
ンバー制度（「社会保障・税番号制度」ともいいます。）は、このマイナンバーを使って、税務署
などの国の機関や地方公共団体、健康保険組合などが持っている個人のさまざまな情報を同一人
の情報かどうかを確認する社会基盤です。
　このマイナンバーを国の機関や地方公共団体などが、主に社会保障・税・災害対策の３分野で
活用することで、申告や申請などをスムーズにし、住民サービスの向上につなげるしくみです。

【ご注意】
　聖籠町に住民票がある方で、やむを得ない理由により聖籠町で受け取ることができない方
（※）は居所情報を登録することで送付先が変更できます。
　※ 申請が必要な方
　・DV、ストーカー行為など、児童虐待などの被害者で住所地以外の居所に移動されている方
　・１人暮らしで、長期間、医療機関・施設に入院・入所されている方　　など
　　申請が認められた方は、登録された居所にあなたの「マイナンバー」をお知らせします。

◎手続き方法
「居所情報登録申請書」を
９月 25 日までに役場町民課へ持参または郵送（必着）してください。

◎居所情報登録申請書
町民課窓口のほか町ホームページからも入手できます。

◎提 出 先
〒 957-0192　聖籠町大字諏訪山 1635 番地 4　聖籠町役場　町民課宛

お問い合わせ　役場町民課　町民サービス係（内線 112）　
　　　　　　　もしくは　
　　　　　　　マイナンバーコールセンター（☎ 0570-20-0178）

10月5日
マイナンバー制度スタート

マイナちゃん
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粗品をきっかけに通っていたら、２か月間で
５００万円の契約　～催眠商法～

消 費 生 活消 費 生 活

お問い合わせ
役場町民課

消費生活センター
☎︎２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

59
9月

ストップ！

　ザ・悪徳商法
消費生活移動相談室開催

粗品をきっかけに通っていたら、２か月間で
５００万円の契約　～催眠商法～

　訪問販売で不要な商品を買ってしまったなど、消費生活に関
するトラブルや借金の返済でお困りの方を対象に弁護士がお
答えします。お気軽にご相談下さい。

　日時：　９月　５日（土）
　　　　　午前 9 時 00 分　～　12 時 00 分
　場所：　聖籠町町民会館　第一会議室

※　相談を希望する方は、事前に電話予約をお願いします。
　　予約先：聖籠町消費生活センター　☎２７－１９５８
※　相談人数に限りがありますので、早めの予約をお願いしま

す。
（予約人数を超えた場合は先着順とさせていただきます）

※　相談は無料です。

　「商品の宣伝を聞いたら無料で商品がもらえる」と知人に誘われ
会場に出かけた。販売員の話が楽しく何度か通っていたら、２か月
の間に、布団や磁気治療器、下着などの購入を次々に勧められ契約
してしまった。自分だけ小部屋に呼ばれて勧誘されたり、「あなた
のため」などと言われ、断りきれず買ったこともある。購入時は頭
金の支払いだけなので、高額という意識はなかった。「場所を移転
するので残額を払って」と言われ、初めて総額が 500 万円以上と
分かった。生命保険を解約し、貯蓄と併せて支払った。商品を返品
するので返金してほしい。� （80 歳代　女性）

●「粗品がもらえる」「販売員の話が楽しい」などの雰囲気にひかれて、数か月も会場に通い続け、
その間に次々と高額な商品を契約させられてしまう、新たな手口の催眠商法です。

●個別に声をかけられ勧誘を受けると断るのが難しくなります。粗品や楽しい話につられて会場に近
づかないことが第一です。

●長時間通い続けることで販売員との間に親しい関係性が構築され、断りにくい心理に陥ります。販
売員の親切は契約させるための手口です。家族や周りの人も気を配りましょう。

� （独立行政法人国民生活センター発行「見守り新鮮情報」より）
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原
爆
が
奪
っ
た
も
の

 

神
田　

智さ
と

美み

さ
ん

　

70
年
前
の
８
月
６
日
午
前
８
時

15
分
、
広
島
に
人
類
史
上
初
め
て

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。

原
爆
は
３
千
～
４
千
度
の
熱
で
地

面
や
街
を
焼
き
つ
く
し
、
そ
の
年

の
12
月
末
ま
で
に
約
14
万
人
、
今

で
は
合
計
約
29
万
人
の
と
て
も
た

く
さ
ん
の
尊
い
命
を
奪
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
と
い
う
節
目

の
年
で
あ
り
、
全
国
や
、
世
界

１
０
０
ヶ
国
か
ら
約
５
万
５
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
国
か
ら
人
が
参
加
し
た

の
は
初
で
戦
争
へ
の
関
心
が
と
て

も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
黙
祷と
う

の

際
に
は
式
典
参
加
者
全
員
が
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
や
そ
れ
ぞ
れ
の
平

和
へ
の
思
い
を
祈
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
私
に
も
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
式
典
終
了
後
、
原
爆

ド
ー
ム
に
向
か
い
ま
し
た
。
原

爆
ド
ー
ム
は
立
ち
並
ぶ
ビ
ル
の

中
、
そ
こ
だ
け
70
年
前
の
ま
ま
時

が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
ぽ
つ
ん

と
立
っ
て
い
ま
し
た
。
右
側
は
強

烈
な
爆
風
で
破
壊
さ
れ
、
中
央
の

ド
ー
ム
や
鉄
骨
は
と
て
つ
も
な
い

ほ
ど
の
高
温
で
溶
か
さ
れ
た
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
ド
ー
ム
付
近
の

レ
ン
ガ
が
丸
み
を
帯
び
て
溶
け
て

い
て
、「
こ
ん
な
灼
熱
の
中
、
街

の
人
々
は
ど
う
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

広
島
平
和
記
念
公
園
の
周
り
に

は
広
い
川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
川
は
原
爆
爆
破
後
、
黒
く
焦

げ
た
数
え
切
れ
な
い
量
の
人
で
埋

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

「
あ
ん
な
に
広
い
川
が
人
で
埋
ま

る
な
ん
て
。」
と
、
そ
の
と
き
私

は
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
ど

れ
だ
け
熱
く
て
苦
し
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
川
の
中
に
は
子
供
も

い
た
そ
う
で
す
。
怖
く
て
心
細
か

っ
た
で
し
ょ
う
し
、
ま
だ
死
に
た

く
な
い
、と
も
思
っ
た
は
ず
で
す
。

き
っ
と
叶
え
た
い
夢
や
希
望
も
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
ん
な

夢
に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
原

爆
の
せ
い
で
何
も
か
も
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
私
は
原
子
爆
弾
が
許
せ

な
い
の
で
す
。
被
爆
者
の
中
に
は

今
の
私
と
同
い
年
の
人
も
い
た
で

し
ょ
う
。
こ
ん
な
に
早
く
に
命
を

失
っ
て
し
ま
う
の
は
悲
し
す
ぎ
ま

す
。
今
の
世
の
中
は
と
て
も
平
和

で
、
普
通
に
生
活
し
て
い
れ
ば
争

い
に
な
ど
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は

到
底
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の
平

和
な
時
代
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

数
多
く
の
犠
牲
者
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
平
和
な
時
代
を
後
世
に
残

　

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、核
廃
絶
と
地
球
平
和
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、

中
学
生
の
代
表
３
人
が
「
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式
（
平
和
記
念
式
典
）」
に
参
列
し
ま
し
た
。

　

戦
後
70
年
目
と
な
る
平
和
記
念
式
典
に
は
、
安
倍
総
理
大
臣
の
ほ
か
、
米
国
か
ら
２
年
連
続
と
な
る
ケ
ネ

デ
ィ
駐
日
大
使
に
加
え
、
軍
縮
問
題
担
当
の
ガ
テ
マ
ラ
ー
国
務
次
官
が
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
と
し
て
初
め
て

参
列
す
る
な
ど
、
海
外
か
ら
１
０
０
カ
国
の
代
表
を
含
む
５
万
５
０
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
松
井
一か
ず

實み

広
島
市
長
は
、
平
和
宣
言
で
世
界
の
人
々
に
対
し
、
決
意
を
新
た
に
、
共
に
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
て
力
を
尽
く
す
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
、
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
見
学
し
た
こ
と
で
、
核
兵
器
の
脅
威
と

恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
、
全
世
界
へ
向
け
て
発
信
さ
れ
る
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
、
改
め
て
平
和
の
大

切
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

町
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
、
３
人
の
生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て

～
聖
籠
中
学
校
２
年
生
が「
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式（
平
和
記
念
式
典
）」に
参
列
～

▲平和祈念式会場を背にして。左から神田さん、
　長谷川さん、石井さん。
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す
た
め
に
も
、
戦
争
は
絶
対
に
し

て
は
な
ら
な
い
し
、
原
子
爆
弾
は

世
界
か
ら
無
く
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

広
島
の
原
爆

 

石
井　

丈
じ
ょ
う

二じ

さ
ん

�　

８
月
６
日
に
僕
た
ち
は
広
島
平

和
記
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
戦
後
70
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
大
勢
の
人
が
い
ま
し
た
。

式
典
は
８
時
か
ら
始
ま
り
、
９
時

に
終
わ
り
ま
し
た
。
全
員
が
も
う

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感

じ
ま
し
た
。
午
前
８
時
15
分
に
な

り
黙
祷と
う

が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初

は
気
付
か
な
か
っ
た
け
ど
、
式
典

に
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
が

い
ま
し
た
。
昭
和
20
年
８
月
６
日

の
出
来
事
は
世
界
も
注
目
し
た
の

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
僕
た
ち
は
原
爆
ド

ー
ム
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
原
爆

ド
ー
ム
は
、
骨
組
み
だ
け
の
姿
で

全
体
が
炭
の
よ
う
に
真
っ
黒
に
焼

け
こ
げ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
見

た
と
き
、
初
め
て
だ
っ
た
の
か
、

そ
ん
な
に
ふ
し
ぎ
に
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
を
見
た
瞬

間
、僕
は
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
だ
け
で
、
ど
れ
ほ
ど
被
害

が
大
き
く
悲
惨
だ
っ
た
か
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。
本
当
に
戦
争
は
恐

ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
爆
心
地
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
離
れ
た
場
所
の
建
物
で
も
ほ

と
ん
ど
全
壊
、
全
焼
し
て
し
ま
う

ほ
ど
の
威
力
で
す
。
そ
し
て
原
爆

か
ら
出
る
放
射
能
は
人
体
に
も
影

響
が
あ
り
ま
す
。
70
年
た
っ
た
今

で
も
苦
し
ん
で
い
る
人
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
戦
争
で
病
気
を
持
っ

た
人
な
ん
て
最
初
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
原
爆
は

怖
く
て
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
、
僕

は
思
い
ま
し
た
。

　

今
の
暮
ら
し
は
と
て
も
平
和
で

す
が
、
人
が
人
を
殺
し
た
り
、
自

分
で
自
分
を
苦
し
め
た
り
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
戦
争
は
と
て
も

た
く
さ
ん
の
人
を
苦
し
め
た
り
殺

し
た
り
し
ま
し
た
。
も
う
２
度
と

こ
ん
な
こ
と
が
お
こ
ら
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
そ

ん
な
こ
と
を
す
る
と
国
内
の
戦
争

と
同
じ
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

無
く
す
た
め
に
は
、
戦
争
の
と
き

に
人
々
は
ど
れ
く
ら
い
苦
し
ん
で

き
た
か
や
、
そ
の
苦
し
い
中
で
も

が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
け
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
今
戦
争
を
体

験
し
て
い
る
人
は
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
ま
す
が
、
僕
た
ち
が
戦
争
の

話
を
聞
い
て
、
そ
の
話
を
ど
ん
ど

ん
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
け
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
を
死
に
追
い
込
む
い

じ
め
を
や
め
る
こ
と
。
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
人
を
見
た
ら
す
ぐ
に
止

め
た
り
、
話
を
し
た
り
す
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
心
か
ら
の

明
る
い
笑
顔
が
増
や
せ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
経
験
を
一
生
忘

れ
ず
、
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

被
爆
と
70
周
年

 

長
谷
川　

潤
じ
ゅ
ん
さ
ん

　

今
回
僕
が
、
広
島
の
平
和
記
念

式
典
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
き

っ
か
け
は
、
小
さ
い
と
き
に
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
と
い
う
ア
ニ
メ
を

見
た
か
ら
で
す
。
こ
の
ア
ニ
メ
を

見
て
感
じ
た
こ
と
は
、
戦
争
に
よ

り
親
、
兄
弟
が
別
れ
る
切
な
さ
が

自
分
の
家
族
と
重
な
り
と
て
も
心

に
残
り
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
僕
が
広
島
の
原
爆

ド
ー
ム
を
見
て
感
じ
た
こ
と
は
、

自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
あ
ま

り
に
ひ
ど
く
、屋
根
は
溶
け
お
ち
、

壁
の
レ
ン
ガ
は
く
ず
れ
、
熱
さ
の

せ
い
か
黒
く
な
っ
て
い
た
場
所
も

あ
り
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
の
横

に
は
川
も
あ
り
、
こ
の
川
で
も
多

く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
広
島
の
70
周
年
の
平
和

記
念
式
典
に
行
き
思
う
こ
と
は
、

原
爆
で
亡
く
な
っ
た
一
人
一
人
の

存
在
を
決
し
て
無
駄
に
せ
ず
、
そ

し
て
忘
れ
ず
繰
り
返
さ
な
い
こ
と

を
一
人
で
も
多
く
伝
え
る
こ
と
、

そ
し
て
、
核
兵
器
が
存
在
す
る
限

り
、
い
つ
誰
が
被
爆
者
に
な
る
か

分
か
ら
な
い
の
で
、
核
兵
器
が
こ

の
世
か
ら
無
く
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

▲　３人が言及した原爆ドーム。レンガ造りで頑丈な建物は爆風と
熱線で破壊されました。なお、原爆ドームは 1996 年に世界文化
遺産に登録されています。
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平
成
９
年
８
月
に
聖
籠
町
と
中

国
黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
委

員
会
は
『
友
好
交
流
協
定
』
を
、

双
方
の
小
中
学
校
で
は
、『
友
好

学
校
交
流
覚
書
』
を
交
わ
し
て
い

ま
す
。
以
来
、
毎
年
交
互
に
訪
問

し
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
７
月
31
日
（
金
）
か
ら

８
月
５
日
（
水
）
ま
で
の
日
程
で
、

ハ
ル
ビ
ン
市
虹
橋
小
学
の
児
童
12

名
と
随
行
５
名
か
ら
な
る
学
生
国

際
交
流
団
（
以
下
、
交
流
団
）
が

聖
籠
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
１
日
目
の
７
月
31
日（
金
）

は
役
場
を
表
敬
訪
問
し
、
２
日
目

の
８
月
１
日
（
土
）
に
は
、
聖
籠

中
学
校
を
訪
れ
、
町
小
中
学
校
と

の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交

流
会
の
芸
能
交
換
で
は
、
町
小
中

学
校
と
交
流
団
児
童
が
芸
能
披
露

を
行
い
ま
し
た
。

　

蓮
野
小
児
童
は
「
聖
籠
音
頭
」、

山
倉
小
児
童
は
合
奏
と
縄
跳
び
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
亀
代
小
児
童
は

「
亀
っ
子
ソ
ー
ラ
ン
」、
聖
籠
中
生

徒
は
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
を
そ

れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。

　

交
流
団
は
踊
り
、
歌
、
ギ
タ
ー

演
奏
や
習
字
な
ど
を
披
露
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
演
目
に
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

交
流
会
の
あ
と
は
、
参
加
者
全

員
で
昼
食
会
を
実
施
し
、
町
小
中

学
校
ご
と
に
分
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル

に
交
流
団
児
童
が
加
わ
り
、
昼
食

言
葉
の
壁
を
越
え
て
交
流
が
繋
が
っ
て
い
ま
す

～
黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ
ン
市
学
生
国
際
交
流
団
が
聖
籠
町
を
訪
問
～

国際交流事業

聖籠中学校での交流会参加者による記念撮影

①②③④交流会時の聖籠町小中学校による発表。①は蓮野小児童による「聖籠音頭」。②は山倉小児童による合奏。
③は亀代小児童による「亀っ子ソーラン」。④は聖籠中吹奏楽部によるブラスバンド演奏。

①

③

②

④
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交流団　日本での行程
７月 31 日（金）

・新潟空港着
・役場へ表敬訪問
・歓迎会

８月１日（土）
・町内小中学校との交流会
・聖籠町内見学など

８月２日（日）
・ホームビジット
・聖籠夏まつり花火見学

８月３日（月）
・東京ディズニーランド訪問

８月４日（火）
・皇居および秋葉原見学
・送別会

８月５日（水）
・役場で帰国あいさつ
・新潟空港から帰国

ハルビン市学生国際交流団名簿と
ホームビジット受入家族

随行者 役職

呉偉華さん ハルビン市教育局計財処長

韓暁華さん ハルビン市南崗区教育局副局長

李文玲さん ハルビン市虹橋第一小学校長

呉長清さん ハルビン市虹橋第一小学副校長

杜長春さん ハルビン市第七十三中学教師（通訳）
交流団児童 ホームビジット受入家族

丁嘉凝さん（13 歳）
斎藤　豊　さん

（杉谷内）
鄭怡菲さん（11 歳）

呂　檬さん（10 歳）

孟軒宇さん（11 歳）
大島　天霞　さん

（亀塚）
白一暢さん（11 歳）

楊雨逢さん（11 歳）

劉卿元さん（11 歳） 新保　智子　さん
（尾沢ヶ丘）陳婧宜さん（11 歳）

文若寧さん（10 歳） 伊藤　淳史　さん
（蓮潟）範　叡さん（11 歳）

李嘉銘さん（10 歳） 髙松　光志　さん
（亀塚）何　流さん（ 9 歳）

ホームビジット受入家族の皆さん、
ご協力いただきありがとうございました。

を
食
べ
な
が
ら
お
互
い
の
こ
と
を

質
問
し
合
う
な
ど
、
日
本
と
中
国

の
違
い
な
ど
を
知
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

３
日
目
の
２
日
（
日
）
は
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
を
実
施
し
、
町
内
の

家
庭
と
交
流
団
児
童
と
の
交
流
で

い
っ
そ
う
深
い
友
情
の
絆
が
結
ば

れ
ま
し
た
。
同
日
夜
に
は
、
交
流

団
は
網
代
浜
海
水
浴
場
に
て
聖
籠

夏
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

花
火
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

翌
日
に
東
京
を
訪
問
し
、
聖
籠

町
で
の
交
流
に
加
え
、
日
本
で
の

楽
し
み
を
経
験
し
、
交
流
団
は
聖

籠
町
と
日
本
で
の
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
お
土
産
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
友
情
と
交
流
の
輪
は
、

こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

⑤⑥⑦⑧　交流団の発表。　⑤ソロダンスの披露　⑥男女混声による合唱　
⑦女子児童による合唱　⑧ギター独奏「千と千尋の神隠し」

　８月２日（日）に実施したホー
ムビジット家庭との交流の様子。
それぞれの家庭で工夫を凝らして
交流団の児童をもてなしました。

⑤

⑦

⑥

⑧
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町総合体育館トレーニングルーム指定管理者を募集します
　町総合体育館トレーニングルームについて、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の 2 第 3 項に規
定する指定管理者を次のとおり募集します。

１　施設名等
　⑴�施設名　　町総合体育館トレーニングルーム
　⑵�場　所　　北蒲原郡聖籠町大字諏訪山 1280 番地
　⑶�施設概要　

ア　構造、規模
　・構造：鉄筋コンクリート造　平屋建　
　・規模：2,032.50 ㎡
イ　機器
　・有酸素系機器

ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ 3 台、ｴｱﾛﾊﾞｲｸ 16 台、ｽﾃｯﾌﾟﾏｼﾝ
3 台、計 22 台

　・無酸素系機器
筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ各種（ｴｽｶﾙ）14 台、
ﾄｰﾀﾙﾋｯﾌﾟ 1 台、　計 15 台
他ﾌﾘｰｳｴｰﾄ各種有り

　・体力測定器　　体力測定器６台
　・形態測定器　

体脂肪測定器 1台、血圧計 1台、
体重計 1台、身長測定器 1台　計 4台

　・その他
券売機、利用者管理機器（ﾊﾟｿｺﾝ）、
ﾓﾆﾀｰﾃﾚﾋﾞ各 1 台　計 3台
ﾏｯｻｰｼﾞ器 2 台、ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ３個 ､ ｽﾄﾚｯﾁﾏｯﾄ
大 3 枚�、小 13 枚、ﾌﾗﾌｰﾌﾟ 1 個

２　指定の期間
　　平成 28 年４月１日～平成 33 年３月 31 日（５年）
３　申請資格
　　聖籠町内に本社、本店を有する法人その他の団体
４　募集日程
　⑴�申請書類受付期間（申請書、募集要項配布期間）

８月 28 日（金）～９月 30 日（水）
　⑵�質問事項の受付期間

８月 28 日（金）～９月 30 日（水）
申請書提出期限　９月 30 日（水）

　※いずれも午前 8�時 30 分～午後 5時 15 分
（月曜日、祝日を除く）

５　質問の受付および回答
　　書面で質問を受け、書面で回答します。
６　その他
　募集の詳細および申請書類の提出先などについ
ては、町総合体育館トレーニングルーム指定管理
者募集要項により確認してください。

申請書および募集要項の配布場所・お問い合わせ
聖籠町教育委員会　社会教育課
（聖籠町町民会館内）　担当：小見、安達　
☎ 27-2121（月曜日☎ 27-2352）　FAX�27-7976
聖籠町大字諏訪山 1280 番地
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課

７
月
27
日
（
月
）

■
第
２
回
聖
籠
町
歯
科
保
健
対
策

 

意
見
聴
取
会
開
催

　

５
月
の
第
１
回
に
引
き
続
き
、
町

内
の
歯
科
医
師
を
中
心
に
第
２
回
意

見
聴
取
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
寝
る
前
の
歯

み
が
き
が
重
要
、
歯
み
が
き
し
て
か

ら
飲
食
し
て
は
何
に
も
な
ら
な
い
」

「
10
月
か
ら
こ
ど
も
園
で
実
施
予
定

の
フ
ッ
化
物
洗
口
と
並
行
し
、
各
セ

ク
シ
ョ
ン
で
何
が
で
き
る
か
」「
子

ど
も
を
と
り
ま
く
大
人
た
ち
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
」
な
ど
、
前
回
よ

り
具
体
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
意
見
聴
取
会
を
目
途
に
、

成
人
期
、
高
齢
期
に
つ
い
て
の
課
題

お
よ
び
対
策
の
検
討
も
加
え
、
効
果

的
な
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
港
振
興
室

６
月
22
日（
月
）・
８
月
３
日（
月
）

■
第
８
回
・
第
９
回
聖
籠
町
企
業
立

地
促
進
検
討
委
員
会
開
催

　

町
の
企
業
立
地
の
あ
り
方
や
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
同
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
開
催
の
第
８
回
委
員
会

で
は
、
企
業
立
地
促
進
に
関
す
る
施

策
の
あ
り
方
の
具
体
案
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
、
８
月
３
日
開
催
の
第

９
回
委
員
会
で
は
、
答
申
に
向
け
た

内
容
の
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

７
月
24
日
（
金
）

■
第
７
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

 

定
例
会
開
催

・
平
成
28
年
度
三
市
北
蒲
原
郡

　

地
区
使
用
予
定
教
科
用
図
書
の　

　

承
認
に
つ
い
て

　

以
上
１
項
目
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

７
月
24
日
（
金
）

■
第
22
期
第
29
回

 

農
業
委
員
会
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

　

以
上
２
項
目
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▲庁内の歯科医師や専門家の皆さんが聖籠町の虫歯減少のため、
意見を出し合いました。

海
岸
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

暑
い
日
が
続
い
た
今
年
の
夏
。
網

代
浜
や
次
第
浜
の
海
水
浴
場
に
は
水

遊
び
を
楽
し
む
人
の
ほ
か
、
７
～
８

月
に
催
さ
れ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の

効
果
も
あ
り
、
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
利
用
す
る
海
岸
で
は
、

波
に
乗
っ
て
流
れ
着
く
流
木
や
心
無

い
人
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
な
ど
を
目

に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
ご
み
は
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
方
々
が

善
意
で
清
掃
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
28
日
（
火
）、
東
新
潟
火
力

発
電
所
（
以
下
、
同
所
）
主
催
の
海

岸
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
9
年
か
ら
18
年
間
に
わ
た

り
、
同
所
主
催
に
よ
り
大
規
模
に
海

岸
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と

す
る
東
港
内
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

聖
籠
町
漁
業
協
同
組
合
な
ど
15
団
体

か
ら
約
３
０
０
名
が
参
加
し
、
網
代

浜
海
水
浴
場
と
次
第
浜
海
水
浴
場
付

近
を
中
心
に
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。

　

天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

り
ま
し
た
が
、
清
掃
活
動
は
約
１
時

間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
集
め
た
ご
み

は
４
９
０
㎏
程
に
な
り
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
の
海
水
浴
場
で
は
、
他
に

も
各
イ
ベ
ン
ト
の
関
係
者
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
よ
さ
こ
い
の
愛
好

者
の
皆
さ
ん
、
サ
ー
フ
ァ
ー
の
皆
さ

ん
な
ど
多
く
の
方
々
が
海
岸
清
掃
を

行
い
、
海
岸
が
き
れ
い
に
保
た
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
海
岸
の
ご
み
は
誰
か
が

残
さ
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い
も
の
。

一
人
ひ
と
り
が
き
れ
い
な
海
岸
を
保

て
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▶︎
写
真
は
網
代
浜
海
水
浴
場
付
近
の
清
掃

活
動
の
様
子
。
清
掃
活
動
は
長
い
海
岸

線
を
３
区
域
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
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町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

9
月

2
日 

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・

評
議
員
会

3
日 

全
国
町
村
会
理
事
会

4
日 

臨
時
議
会

5
日 

聖
中
祭

9
日 

県
町
村
会
役
員
会

10
日
〜  

９
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

13
日 

聖
籠
町
消
防
演
習

18
日 

聖
籠
町
敬
老
会

 　　

9 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　８日（火）
　午前10時00分～11時30分
　 役場総務課　☎27-2111
　　（内線223）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　２日（水）、16日（水）
　午後1時00分～4時00分
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　24日（木）
　午後1時00分～4時00分
　 町社会福祉協議会 ☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　14日（月）午後１時15分～
○２歳６ヶ月児歯科健診
　28日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　24日（木）午後１時00分～
○乳児健診
　25日（金）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　３日（木）午後１時30分～
○マタニティママのリフレッシュ教室
　８日（火）午前９時30分～

休
診
の
お
知
ら
せ

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

9
月 

3
日 

㈭

9
月 

7
日 

㈪

9
月 

17
日 

㈭

　

休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご不便をおかけしますが、
よろしくお願いします。

※　日帰り棟のみ。ホテル棟は休まず
　営業します。

お問い合わせ
　聖籠観音の湯ざぶーん館　　　　　　☎ 27 － 1126
　保健福祉課（町保健福祉センター内）☎ 27 － 6511

聖籠観音の湯ざぶーん館が、
ボイラー入替工事により、
9月1日㈫から9月15日㈫まで
休館※となります。

聖籠観音の湯　ざぶーん館　休館のお知らせ
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緑丸の
健康10か条

入 札 結 果 入札日　平成27年7月22・23日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日または工

事（委託）期間最終日
入札
方法

1 改第 2 号　三賀新発田線
道路改良工事（その１） 聖籠町大字三賀地内 25,920,000 ㈲樋口建設 平成28年1月24日 一般競争

入札

2 改第 3 号　三賀新発田線
道路改良工事（その２） 聖籠町大字三賀地内 28,620,000 ㈱聖路総合 平成28年2月13日 一般競争

入札

3
消第１号　蓮潟山下山ﾉ口
線外１路線消雪パイプ設
置工事

聖籠町大字蓮潟地内 32,940,000 曽根建㈱ 平成27年11月20日 一般競争
入札

4 消第 2 号　本大夫山倉線
消雪パイプ設置工事

聖籠町大字大夫・諏訪山
地内 32,400,000 ㈱岩村組

聖籠支店 平成27年11月20日 一般競争
入札

5 社会教育課マイクロバス
購入 聖籠町役場社会教育課 6,156,000 ㈲共栄自動車

修理工業 平成27年12月14日 指名競争
入札

6 開発 5 号線舗装補修工事 聖籠町東港六丁目地内 20,520,000 フジマ舗道㈱ 平成27年11月20日 指名競争
入札

7 蓮野藤寄線舗装補修工事 聖籠町大字蓮野地内 9,946,800 大林道路㈱
北信越支店 平成27年10月16日 指名競争

入札

8 改第１号　次第浜山辺川
線道路改良工事 聖籠町大字次第浜地内 12,852,000 ㈲宮澤建設

工業 平成27年12月20日 指名競争
入札

7 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

花
か

恵
え

 ちゃん （田辺　英樹） 八　幡

　廉
れん

 ちゃん （池田　　司） 亀　塚

瀬
せ

逢
あ

 ちゃん （渡辺　康治） 次第浜

碧
あお

生
い

 ちゃん （国兼　克也） 亀　塚

怜
り

杏
あ

 ちゃん （国兼　克也） 亀　塚

蒼
そう

士
し

 ちゃん （肥田野浩一） 真　野

蒼
あお

翔
と

 ちゃん （高口　大輔） 山諏訪山

羽
は

菜
な

 ちゃん （中山　哲司） 中ノ橋

菜
な

月
つき

 ちゃん （柿本　卓人） 旭ヶ丘

榛
はる

俊
とし

 ちゃん （丹後　辰徳） 苔　沼

琉
りゅうせい

惺 ちゃん （渡辺　圭介） 山諏訪山

月
ら い と

煌 ちゃん （高松　栄一） 亀　塚

 氏　名 年齢 行政区

渡　辺　育
いく

　三
ぞう

 さん （91 歳） 山　倉

渡　辺　キ　サ さん （88 歳） 二本松

佐　藤　トミヱ さん （91 歳） 山大夫

鈴　木　ハルエ さん （100 歳） 真　野

高　橋　隆
たか

　夫
お

 さん （66 歳） 真　野

樋　口　ノ　ブ さん （84 歳） 山諏訪山

長谷川　ハ　ル さん （98 歳） 蓮　潟

渡　辺　ナ　ツ さん （90 歳） 次第浜

　平　野　貞
さだ

　幸
ゆき

 さん

（塩　原）梨
り え こ

恵子 さん ｝次第浜

　高　松　修
しゅう

　司
じ

 さん

（斎　藤）京
きょう

　子
こ

 さん ｝亀　塚

ご相談・お問い合わせ
　　　　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　保健衛生係　☎ 27 － 6511

 1　いろとりどりな食卓に　主
もりもり

食・主
ぐんぐん

菜・副
いきいき

菜で

 2　ふだんから　からだを動かす習慣が健康長寿の第一歩

 3　「さようなら　たばこの煙」で万病予防

 4　よくかんで何でも食べられる自分の歯　めざそう80歳で20本

 5　ごろごろしないでテレビは消して　子どもは風の子元気な子

 6　向き合おう　自分のからだが教えてくれる　年に一度の健康診断

 7　なかなか止められないアルコール　だけど今日は休肝日

 8　早寝・早起き・朝ごはん　みんなの健康の合言葉

 9　くよくよ悩まずまず相談　心
あなた

に寄り添う人がいる

10　十人十色のライフスタイル　目指すは「生涯健康に暮らせる聖籠町」

（健康せいろう 21
　　　健康増進計画より）

　９月は、「健康増進普及月

間」です。

　ところで、「緑丸の健康

10か条」知っていますか？

　聖籠町民が生涯健康で、

その人らしくいきいきと暮

らせるための生活ポイント

をまとめたものです。ぜひ

家族みんなで取り組んでい

きましょう♪
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９月および２月は　「新潟県高齢者見守り強化月間」です。
　あいさつ・気配り・助け合いの３
つの行動で、地域の高齢者をみんな
で見守りましょう。
　民生委員・児童委員も見守りを強
化します。
　町民の皆さんも、ご協力をお願い
します。

９
月
９
日（
水
）は「
救
急
の
日
」で
す
。

安
心
し
て
救
急
医
療
を
受
診
す
る
た
め
に

 

～
み
ん
な
で
救
急
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う
～

　

救
急
医
療
体
制
は
、
傷
病
者
の
症

状
に
応
じ
て
、

・
初
期

（
比
較
的
軽
症
な
患
者
の
診
療
：

か
か
り
つ
け
医
、
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
な
ど
）

・
第
二
次

（
手
術
・
入
院
を
要
す
る
患
者
の

診
療
：
病
院
群
輪
番
制
病
院
、
救

急
病
院
な
ど
）

・
第
三
次

（
24
時
間
体
制
に
よ
る
重
篤と

く

救
急

患
者
の
診
療
：
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
な
ど
）

　

に
区
分
し
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

適
切
な
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

【
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の

�
お
願
い
】

●「
か
か
り
つ
け
医
」を

 

持
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

な
ら
、
普
段
の
体
調
や
、
家
族
の

様
子
、
病
歴
な
ど
も
知
っ
て
い

る
う
え
で
、
診
察
し
て
も
ら
え
ま

す
。
気
軽
に
何
で
も
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
平

日
、
具
合
が
悪
い
と
き
は
早
め
に

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

●
で
き
る
だ
け
昼
間
の

 

診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

昼
間
の
診
療
時
間
内
な
ら
、
医

師
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、
検
査

技
師
、
薬
剤
師
な
ど
、
十
分
な
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、

検
査
や
投
薬
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

●
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
を

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状

の
軽
い
方
は
、
地
域
の
休
日
夜
間

救
急
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
入
院
や
手
術
が
必

要
な
場
合
に
は
、
他
の
医
療
機
関

と
連
携
し
て
診
療
し
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

※
新
発
田
地
区
救
急
診
療
所

　
（
県
立
新
発
田
病
院
前
）

　

☎
０
２
５
４
︲
２
３
︲
８
３
５
０

！
意
識
が
な
い
と
き
、
呼
吸
困
難

で
あ
る
と
き
、
胸
が
痛
い
と
き
、

激
し
く
頭
が
痛
い
と
き
…

　

こ
ん
な
と
き
に
は
迷
わ
ず

１
１
９
番
に
通
報
し
、
救
急
車
を

要
請
し
て
く
だ
さ
い
。
！

新
発
田
保
健
所

　

☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
９
６
５
１

お問い合わせ　
　保健福祉課
　　（町保健福祉
　　　　センター内）
　民生委員児童委員
　　　　　協議会事務局
　☎２７－６５１１
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Vol.3　お医者さんの上手なかかり方（その１）

「かかりつけ医」を持ちましょう
　「かかりつけ医」とは、病歴や健康状態などを
把握して健康管理全般のアドバイスをしてくれる
お医者さんのことです。
　日常的な診療や健康管理は、かかりつけのお医
者さんに相談しましょう。
　普段から健康状態を診てもらい、高度な治療や
精密検査が必要であると
お医者さんが判断した場
合には、紹介状を書いて
もらい、専門の大きな病
院を受診するようにしま
しょう。

【ご注意ください】
　大きな病院では、初診の場合、紹介状がないと
特別料金が発生する場合もあります。

分からないことはお医者さんや薬剤
師さんに確認しましょう
　受診の疑問や不安があるときは、相談・質問し、
不安を解消した上で治療にのぞみましょう。また、
同様にお医者さんや薬剤師さんの質問にも隠さず
答えることも重要です。

お医者さんの指示は守りましょう
　ご自身の判断で処方された薬を飲まなかった
り、薬の量を加減したりするのはやめましょう。
　薬が余っているときは、お医者さんや薬剤師さ
んに相談しましょう。

後期高齢者医療制度のお知らせ

お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引くことがあります。
医療機関の受診や、薬局での薬の調剤の際には、以下のことに留意しましょう。

町
営
住
宅
東
山
団
地　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
営
住
宅
東
山
団
地
（
二
本
松

１
９
９
７
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
戸
数　

10
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

２
階
２
戸
、
３
階
１
戸
、

　

４
階
３
戸
、
５
階
４
戸

■
入
居
可
能
日　
10
月
上
旬

■
家
賃
な
ど

①
家　

賃 

３
万
６
０
０
０
円

　
（
入
居
期
間
２
年
経
過
後

 

４
万
２
０
０
０
円
）

②
共
益
費 

８
０
０
円

③
駐
車
場 

３
６
７
５
円

　
（
１
区
画
）

④
敷　

金 

７
万
２
０
０
０
円

　
（
入
居
時
家
賃
の
２
か
月
分
）

■
入
居
資
格

・
同
居
し
て
い
る
（
同
居
し
よ
う
と

す
る
）
家
族
が
い
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
こ
と

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

な
ど

■
提
出
書
類

・
入
居
申
込
書

・
住
民
票
（
同
居
家
族
全
員
分
）

・
所
得
証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴
収
票

（
コ
ピ
ー
）

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
（
コ
ピ
ー
）

・
市
町
村
税
納
税
証
明
書

■
申
込
期
間

９
月
８
日
（
火
）
～
24
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　

～
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
は
除
く
。

■
そ
の
他

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽

選
会
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

　
（
内
線
２
３
４
）

お問い合わせ　
　　役場町民課　保険係（内線１１７）
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救急教室参加者募集！
～楽しみながら学びます～

サーフィン大会
開　催

　聖籠町では、学校等の給食の安全性を確認し、給食に対する保護者などの不安を軽減することを目的に、給食
用食材の放射性物質検査を実施しています。検査は毎週木曜日、翌日（金曜日）に使用する食材の中から１品目
を選定して行います。再検査となった食材は、給食に使用せず、再検査を実施し公表します。
　なお、町のホームページで最新の検査結果を掲載しています。

学校給食食材の放射性物質測定結果

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検出限

界値は、測定する条件や食材により異なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出

できる最小値（最小限度）のことをいい、この値

は測定環境（自然界に存在する大気中の放射線量）、

測定条件（時間重量など）、検査対象品目によって

異なります。

検査日 検査品目 生産地
測定結果

放射性ヨウ素 放射性セシウム
１３１ １３４ １３７

７月２日 ニラ 北海道 不検出 不検出 不検出

７月９日 にんじん 群馬県 不検出 不検出 不検出

７月16日 玉ねぎ 新潟県 不検出 不検出 不検出

測定場所 新潟県新発田地域振興局（新発田市豊町 3丁目 3番 2号）

　新潟近郊の絶好の波乗りポイント
網代浜海岸でサーフィン大会を開催
します。この機会に皆さまの技量を
お試しください。
9月 20 日（日）※

　午前 7時 30 分～
　（受付�午前 7時 00 分～）
※波の状況などにより 9 月 27 日
（日）に順延することがあります
網代浜海岸
ポイントは、当日の波の状況で決
定します。

■参加資格　小学生以上
小学生の参加には保護者の同伴が
必要です。

　サーフィン大会の詳細が決まり次
第、聖籠町海のにぎわい館ホームペ
ージ　　　　　　　　　　　　に掲
載しますので、確認のうえ申し込み
ください。

聖籠町海のにぎわい館
　☎ 27 － 1103

　けがをした人や急に具合が悪くなった人が近くにいたと
き、あなたならどうしますか？　もし、家族が目の前で倒
れてしまったら、あなたは何ができますか？
　事故を防止するための知識や技術を、楽しみながら学ぶ
救急教室を、次の日程で開催します。
　いざというとき、家庭内で、野外で必ず役に立ちます。
　ご参加お待ちしています。� ※申込期限：10 月 16 日㈮

■日時・内容
日　　時

科　　目
月 日 時　　間

11

1 ㈰
午前9時00分～
午後４時00分

開講式、バディ編成・赤十字に
ついて、救急法基礎講習（ＡＥ
Ｄ使用法など）、修了検定

8㈰ 救急員について、急病、ケガ、
きずの手当

14 ㈯ 骨折の手当、搬送、救護

15 ㈰ 午前9時00分～
12時00分

実技テスト、学科テスト・閉講
式・茶話会

町保健福祉センター
■講　師　日赤救急法指導員
■参加費　3,200 円（救急セット・テキスト代金など）

・ 日赤聖籠町分区事務局（町保健福祉センター内）
　☎ 27－6511��・��FAX�27－6512

お問い合わせ　役場子ども教育課　学校支援係（内線 305）

海のにぎわい館 検 索
クリック
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秋の全国交通安全運動

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係

☎27−2111（内線 284）

交 通
安 全

vol.160

今日も一日交通安全

9/21（月）～ 9/30（水）
スローガン
『夕暮れは��ゆとりの心と��早めのライト』
【運動の重点】
◇子どもと高齢者の交通事故防止
◇夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
◇後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイ
　ルドシートの正しい着用の徹底
◇飲酒運転の根絶
◇横断歩行者の保護

秋の全国交通安全運動

シルバードライビングスクール

夏の街頭指導！ちびっ子隊も大活躍！
ナスに“事故ナシ”の願いを込めて…

セーフティマインドドライビングスクール

ず こ な す

　7 月 17 日（金）マツキドライビングスクール新潟西
しばた校で、町内事業所のおおむね 30 歳未満の若者を
対象に、運転の確認と交通安全意識を高めるために開催
しました。コース内での基本的運転技術の確認、飲酒体
験ゴーグルを着用しての走行体験、路上に出ての運転講
習などを行いました。

　7月 15 日（水）新発田自動車学校で、高齢者の安全運
転意識と運転技能を高めることを目的に開催しました。
発炎筒や三角表示板の使い方、車内からの死角、普段の
運転の仕方の再確認などを行いました。

　7月22日（水）、夏の交通事故防止運動の一環として、
町では新発田地区交通安全協会聖籠支部、聖籠町交通
安全母の会、聖籠町交通安全指導員及び新発田警察署
と協力し、国道 113 号線東港地内で、通過車両に対し
て交通事故防止を呼びかけました。
　暑い中、蓮野こども園の園児６名も“交通安全ちび
っこ隊”として加わり、総勢 45 名が交通安全啓発物
及びナス漬け（事

ず

故
こ

ナス）を配りながら、交通安全を
呼びかけました。

様々な体験ができて良か
った。安全な運転を再認
識できたのでこれからも
余裕をもって車の運転に
努めたい。
佐藤食品工業㈱東港工場

柳　勇喜さん

基本にたちかえることができ、
勉強になった。ゆとりのある
運転に心がけ、事業所に戻っ
て安全運転を伝えていきたい。
日本シイエムケイ㈱新潟工場

井上　和男さん

車内からみた死角
が今までわからな
かったので、大変
いい勉強になりま
した。
（寿会）
中野　浩司さん

運転が若い時と違って
衰えていたことに驚き
ました。三角表示板も
初めて使い、非常にた
めになりました。また
機会があったら参加し
たいです。
（新生会）
栗原　ハル子さん

な
す
漬
食
べ
て
事
故

ナ
シ
よ
！

車
の
運
転
、
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
！

町の交通事故発生状況
区分

年
7 月 1月〜 7月（累計）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成27年 4 1 7 20 1 25
平成26年 1 0 3 12 0 18
増　減 +3 +1 +4 +8 +1 +7
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　防衛省では、次により自衛官を募集しています。
募集種目 資　格 受付期間 試験期日

防衛
大学校
学生

推薦

高卒（見込含）
21歳未満の者（学
校長の推薦が必
要）

9月5日
～9月9日

9月26
・27日

総合
選抜

高卒（見込含）
21歳未満の者

9月5日
～9月30日

9月26日

一般 11月7
・8日

防衛医科
大学校学生

10月31日
・11月1日

防衛医科
大学校

看護学科学生
（自衛官候補
　看護学生）

10月17日

自衛隊新潟地方協力本部 新発田地域事務所
　☎ 0254－26－5619

平成27年度
自衛官募集のお知らせ

人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
の

お
知
ら
せ

○
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間

　

新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

９
月
７
日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
を

強
化
週
間
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
問
題
に
関
す
る
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
土
日
も
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

９
月
７
日
（
月
）

 

～
９
月
11
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分

 

～
午
後
７
時
00
分

　

９
月
12
日
（
土
）

 

～
９
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
00
分

 

～
午
後
５
時
00
分

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
電
話
番
号

０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１
１
０

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
）

○
全
県「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」

（
電
話
相
談
）

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
９
月
12
日
、
13
日
を
、
全

県
「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」
と

し
て
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

９
月
12
日
（
土
）

 

～
９
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
00
分

 

～
午
後
５
時
00
分

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広

く
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ

と
■
相
談
電
話
番
号

０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０

（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
不
可

役
場
町
民
課　
町
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
内
線
１
１
１
）

「
け
い
さ
つ
相
談
」
に

つ
い
て

　

警
察
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害

の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
、
そ
の

他
県
民
の
安
全
と
平
穏
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

９
月
11
日
は
、「
け
い
さ
つ
相
談

の
日
」
で
す
。

　

広
報
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

　
『
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

＃

９
１
１
０
（
シ
ャ
ー
プ
き
ゅ
う
い
ち

い
ち
ま
る
）』　

で
す
。

　

警
察
本
部
に
「
け
い
さ
つ
相
談

室
」、
警
察
署
に
は
「
署
相
談
室
」

が
あ
り
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
い
ろ

い
ろ
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

　

電
話
番
号
は
、
＃
９
１
１
０
（
シ

ャ
ー
プ
き
ゅ
う
い
ち
い
ち
ま
る
）

　

も
し
く
は
、
新
発
田
警
察
署
電
話

番
号　

０
２
５
４
︲
２
３
︲
０
１
１

０　

で
す
。

新
発
田
警
察
署　
警
務
課

　

☎
０
２
５
４
︲
２
３
︲
０
１
１
０

家
庭
教
育・子
育
て
電
話
相
談

「
す
こ
や
か
コ
ー
ル
」

　
「
自
分
の
子
育
て
に
自
信
が
も
て

な
く
て
不
安
だ
」「
友
だ
ち
と
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
て
落
ち
着
き
も
な
い

し
心
配
」「
最
近
、
子
ど
も
と
の
会

話
が
少
な
く
て
、
ど
う
接
し
た
ら
い

い
か
困
っ
て
い
る
」
な
ど
、
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

平
日
午
後
1
時
00
分

 

～
7
時
00
分

※
午
後
７
時
か
ら
翌
日
午
後
１
時

ま
で
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
電
話
相
談

　

０
２
５
︲
２
８
３
︲
１
１
５
０

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談

　

０
２
５
︲
２
８
４
︲
６
０
１
９

※
８
月
13
日
～
15
日
、
12
月
29
日

～
１
月
３
日
、
３
月
28
日
～
31

日
は
お
休
み
で
す
。

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
振

興
課

　

☎
０
２
５
︲
２
８
４
︲
６
１
１
０

　
　
（
直
通
）

に
い
が
た
秋
の

交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ

　

新
潟
県
警
察
本
部
で
は
、
広
く
県

民
に
交
通
安
全
を
周
知
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
県
下
白
バ
イ
競
技
大
会

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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　道路交通調査（全国道路・街路交
通情勢調査）を 9月から 11 月にか
けて行います。
　この調査は、自動車の使われ方や
道路の状況などを調べるもので、お
おむね 5年に 1回実施しています。
　無作為に抽出した自動車の所有者
にアンケートを郵送させていただき
ますので、ご協力をお願いします。

国土交通省　新潟国道事務所　
　調査課　☎ 025－246－7762

道路交通調査の

アンケートに

ご協力を

来
て
！
見
て
！
体
験
！
消
防

署
！　
新
発
田
消
防
署
庁
舎

を
開
放
し
ま
す

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ

る
消
防
署
へ
見
学
に
来
ま
せ
ん
か
？

９
月
13
日
（
日
）

午
前
10
時
00
分
～
午
後
３
時
00
分

新
発
田
消
防
署

（
新
発
田
市
新
栄
町
１
︲
８
︲
31
）

各
種
車
両
展
示
・
応
急
手
当
、
心

肺
蘇
生
講
座
・
住
宅
用
火
災
警
報

器
普
及
コ
ー
ナ
ー
・
各
種
資
材
展

示
説
明
・
通
信
指
令
室
見
学
（
室

外
か
ら
）

　

無
料
、
申
し
込
み
不
要
、
駐
車
場

約
40
台
分
あ
り
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

新
発
田
消
防
署

　

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
３
７
０
１

日
本
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
協
会

第
27
回
新
潟
県
大
会
開
催

９
月
21
日
（
月
・
祝
）

　

午
後
２
時
00
分
～

聖
籠
町
総
合
体
育
館

■
料
金

入
場
無
料
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
の
み

２
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

（
当
日
販
売
し
ま
す
）

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

新
潟
県
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
０
︲
２
２
２
６
︲
５
５
８
６

９
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
00
分
～
午
後
３
時
30
分

新
潟
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
（
聖
籠
町
東
港
）

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

講
習
（
二
輪
車
）

　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

・
中
野
小
路
た
か
ま
ろ
の
交
通
安

全
教
室

・
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
自
転
車

教
室
（
小
・
中
学
生
対
象
）

・
県
下
白
バ
イ
競
技
大
会
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
白
バ
イ
隊
員
に

よ
る
大
規
模
災
害
想
定
訓
練
）

　

そ
の
他
、
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
な

ど
の
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
は
左
の

連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

新
潟
県
警
察
本
部
交
通
企
画

課
安
全
係

　

☎
０
２
５
︲
２
８
５
︲
０
１
１
０

　
　
（
代
表
）

“
独
立
”“
起
業
” 夢
を 

叶
え

よ
う
！
～「
創
業
ス
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
～

　
「
創
業
」
と
い
う
目
標
を
持
つ
方

同
志
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
も

多
く
盛
り
込
み
な
が
ら
学
び
、
参
加

者
間
の
交
流
を
図
れ
る
ほ
か
、
講
師

が
経
験
し
た
創
業
の
知
識
を
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
講
座
で
す
。

　

無
料
体
験
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

創
業
し
た
い
方
、
創
業
を
ご
検
討
の

方
は
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

10
月
18
日（
日
）・
25（
日
）・
31

（
土
）・
11
月
１
日（
日
）・
７（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分

 

～
午
後
４
時
30
分

※
無
料
体
験
講
座　

９
月
27
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

新
発
田
商
工
会
議
所

（
新
発
田
市
中
央
町
４
︲
10
︲
10
）

■
定
員　
30 

名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

新
た
に
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、

起
業
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

■
受
講
料　
１
万
８
０
０
円（
税
込
）

・

新
発
田
商
工
会
議
所

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
２
７
５
７ 

FAX
０
２
５
４
︲
２
３
︲
５
８
８
５

‘15
下
越
地
区
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す

　

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
下
越
支
部

で
は
、「
下
越
地
区
動
物
愛
護
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

９
月
13
日
（
日
）　

　

午
後
1
時
00
分
～
4
時
00
分

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
晴
天
時
）

・
長
寿
動
物
飼
育
功
労
者
な
ど
の

表
彰

・
盲
導
犬
紹
介
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
体
験
歩
行

・
警
察
犬
・
災
害
救
助
犬
の
模
範

演
技

・
わ
ん
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー

・
ポ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
乗
馬
体
験

・
動
物
な
ん
で
も
無
料
相
談

　
（
ペ
ッ
ト
の
美
容
と
健
康
、
し

つ
け
に
つ
い
て
）

※　

雨
天
時
は
規
模
を
縮
小
し
て

「
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
内
剣
道
場
」
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
天
時
は
会
場
内
に
犬

を
入
場
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
下
越
支
部

（
下
越
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

内
）

　

☎
０
２
５
４
︲
２
４
︲
０
２
０
７
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大
き
な
勝
ち
点
３

　

７
月
19
日
（
日
）
は
２
０
１
５

明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
２
ｎ

ｄ
ス
テ
ー
ジ
第
３
節
が
行
わ
れ
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
サ
ガ
ン

鳥
栖
を
ホ
ー
ム
に
迎
え
ま
し
た
。

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
は
連
敗
ス
タ
ー

ト
と
な
り
、
嫌
な
流
れ
を
断
ち
切

る
べ
く
、
試
合
に
臨
み
ま
す
。

　

序
盤
か
ら
自
分
た
ち
の
リ
ズ
ム

を
つ
か
ん
だ
新
潟
は
16
分
、
相
手

の
ク
リ
ア
ボ
ー
ル
に
反
応
し
た
小

泉
選
手
が
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア

前
か
ら
迷
い
な
く
右
足
で
ダ
イ
レ

ク
ト
ボ
レ
ー
！
鋭
い
弾
道
を
描
い

た
シ
ュ
ー
ト
が
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し

ま
す
！

　

１
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
。
柳
下
監
督
は
「
45
分
、

声
を
か
け
合
い
、
集
中
し
て
プ
レ

ー
す
る
こ
と
」
と
選
手
た
ち
に
声

を
掛
け
、
ピ
ッ
チ
に
送
り
出
し
ま

す
。

　

後
半
は
鳥
栖
が
ボ
ー
ル
を
保
持

す
る
時
間
が
増
え
ま
す
が
、
全
体

が
連
動
し
て
守
備
を
し
、
決
定
的

な
チ
ャ
ン
ス
を
作
ら
せ
ま
せ
ん
。

終
盤
で
も
守
備
意
識
を
緩
め
ず
、

ほ
と
ん
ど
相
手
に
シ
ュ
ー
ト
を
打

た
せ
ま
せ
ん
。

　

試
合
は
１
︲
０
の
ま
ま
新
潟
が

勝
利
！
リ
ー
グ
で
は
今
季
初
の
完

封
勝
利
で
す
。「
チ
ー
ム
全
体
の

距
離
感
が
良
か
っ
た
。
90
分
間
通

し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
セ
カ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
拾
う
こ
と
が
で
き

た
」
と
守
田
選
手
も
充
実
感
を
に

じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

反
撃
に
向
け
、
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
る
勝
ち
点
３
を
手
に
し
た

新
潟
。
こ
れ
か
ら
も
勝
利
を
狙
い
、

上
を
目
指
し
ま
す
。
２
ｎ
ｄ
ス
テ

ー
ジ
も
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

に
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

新
た
な
力

　

７
月
下
旬
、
上
海
申
キ
ン
足
球

倶
楽
部
か
ら
Ｄ
Ｆ
林い

む
ゆ
ふ
ぁ
ん

裕
煥
選
手
の

移
籍
加
入
、
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

か
ら
Ｍ
Ｆ
佐
藤
優
平
選
手
の
期
限

付
き
移
籍
加
入
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
両
選
手
と
も
こ
れ
ま
で
高
い

レ
ベ
ル
で
経
験
を
積
ん
で
き
て
お

り
、
頼
も
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま

し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
第
5
節
ガ
ン
バ
大

阪
戦
に
途
中
出
場
し
、
運
動
量
や

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
チ
ー
ム
に
勢
い
を

与
え
る
な
ど
、
持
ち
味
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。
連
携
面
も
順
応
力
の

高
さ
を
見
せ
て
い
る
佐
藤
選
手
。

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
！

粘
り
強
く

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ

ー
ス
は
７
月
26
日
（
日
）、
五
十

公
野
公
園
陸
上
競
技
場
で
日
テ

レ
・
ベ
レ
ー
ザ
と
対
戦
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
無
敗
の
強
敵
に
、
選
手

た
ち
は
恐
れ
る
こ
と
な
く
立
ち
向

か
い
ま
す
。

　

試
合
は
立
ち
上
が
り
か
ら
日
テ

レ
が
主
導
権
を
握
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
新
潟
は
少
な
い
チ
ャ
ン
ス

を
し
っ
か
り
と
シ
ュ
ー
ト
に
結
び

付
け
ま
す
。

　

す
る
と
22
分
、
中
央
で
大
石
選

手
が
ボ
ー
ル
を
受
け
る
と
、
相
手

Ｇ
Ｋ
の
位
置
を
確
認
し
、
や
や
遠

め
の
距
離
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
放
ち

ま
す
。
ボ
ー
ル
は
Ｇ
Ｋ
の
頭
上
を

越
え
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

へ
。
積
極
的
な
姿
勢
が
、
チ
ー
ム

に
貴
重
な
先
制
点
を
も
た
ら
し
ま

し
た
！

　

そ
の
後
は
日
テ
レ
が
さ
ら
に
攻

勢
を
強
め
ま
す
が
、
粘
り
強
く
体

を
張
っ
て
対
応
し
、
ゴ
ー
ル
を
割

ら
せ
ま
せ
ん
。
劣
勢
で
も
、
厳
し

く
ボ
ー
ル
に
寄
せ
る
新
潟
の
選
手

た
ち
。
最
後
ま
で
気
迫
の
守
備
を

み
せ
、
１
︲
０
で
終
了
し
ま
し

た
！

　

苦
し
み
な
が
ら
も
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
。

能
仲
監
督
も
選
手
た
ち
の
奮
闘
を

称
え
て
い
ま
し
た
。

　

次
は
９
月
５
日
（
土
）
に
、
新

潟
市
陸
上
競
技
場
で
首
位
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｃ
神
戸
と
の
対
戦
が
待
っ
て
い
る

新
潟
。
強
豪
と
の
戦
い
が
続
き
ま

す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
勝
利
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
！

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

◀
日
テ
レ
ベ
レ
ー
ザ
の
猛
攻
に
耐
え
る

新
潟
。
上
尾
野
辺
選
手
も
守
備
に
奮

闘
し
ま
す
。

▶︎
新
加
入
の
佐
藤
選
手
。
す
で
に
チ
ー
ム

に
溶
け
込
ん
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。



25　H27.9 広報聖籠

※
9
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ

　
２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
〉

第
10
節　

９
月
12
日
（
土
）

vs
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス　

午
後
７
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
11
節　

９
月
19
日
（
土
）

vs
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

午
後
７
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

神
戸
総
合
運
動
公
園
ユ
ニ
バ
ー

記
念
競
技
場

第
12
節　

９
月
26
日
（
土
）

vs
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

午
後
７
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
J
リ
ー
グ
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ

 

カ
ッ
プ  

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

準
々
決
勝
第
１
戦　

９
月
２
日

（
水
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ

午
後
７
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

準
々
決
勝
第
２
戦　

９
月
６
日

（
日
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ

午
後
７
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２

〈
天
皇
杯
〉

２
回
戦　

９
月
９
日
（
水
）

対
戦
相
手
未
定

午
後
７
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

※
2
回
戦
は
、
1
回
戦
の
秋
田
県

代
表
vs
福
島
県
代
表
の
勝
者
と

対
戦
し
ま
す
。
決
定
次
第
、
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

〈
な
で
し
こ
リ
ー
グ
〉

第
14
節　

９
月
５
日
（
土
）

vs
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ

午
後
４
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

新
潟
市
陸
上
競
技
場

第
15
節　

９
月
13
日
（
日
）

vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市

原
・
千
葉
レ
デ
ィ
ー
ス　

午
後
１
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

ゼ
ッ
ト
エ
ー
オ
リ
プ
リ
ス
タ
ジ
ア
ム

第
16
節　

９
月
18
日
（
金
）

vs
ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ
Ｆ
Ｃ
大
阪
高
槻

午
後
７
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

新
潟
市
陸
上
競
技
場

第
17
節　

９
月
22
日
（
火
・
祝
）

vs
Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉

午
後
３
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

新
発
田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上

競
技
場

第
18
節　

９
月
27
日
（
日
）

vs
伊
賀
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

く
ノ
一

午
後
1
時
00
分
キ
ッ
ク
オ
フ

上
野
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
男

子
）3
位
7
月
26
日
第
12
節
終
了
時
点
】

　

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｈ

Ｆ
Ｌ
）
1
部
に
所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

は
7
月
5
日
（
日
）
ヴ
ァ
リ
エ
ン
テ
富

山
と
ア
ウ
ェ
ー
で
対
戦
し
、
7
︲
1
で

勝
利
し
ま
し
た
。
7
月
12
日
（
日
）
は

ホ
ー
ム
で
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
塩
尻
と
対
戦

し
ま
し
た
。
前
半
13
分
田
宮
選
手
の
ゴ

ー
ル
で
先
制
し
、
勢
い
に
乗
っ
た
Ｊ
Ｓ

Ｃ
は
、
前
半
だ
け
で
4
点
を
取
り
ま
す
。

試
合
は
終
始
リ
ー
ド
を
保
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ

が
6
︲
2
で
勝
利
し
ま
し
た
。
7
月
26

日
（
日
）
は
ア
ウ
ェ
ー
で
リ
ー
グ
戦
首

位
の
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
東
御
と
対
戦
し
ま

し
た
。
こ
の
試
合
に
勝
て
ば
、
勝
ち
点

を
一
気
に
縮
め
る
こ
と
の
で
き
る
重
要

な
試
合
で
す
。
両
チ
ー
ム
な
か
な
か
攻

め
き
れ
な
い
試
合
は
、
後
半
5
分
、
佐

藤
昌
丈
選
手
の
ゴ
ー
ル
で
先
制
し
ま
す
。

試
合
は
、
こ
の
貴
重
な
1
点
を
守
っ
た

Ｊ
Ｓ
Ｃ
が
大
事
な
一
戦
を

勝
利
で
飾
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
現
在
3
位
で

す
。
し
か
し
、
前
節
の
ア

ル
テ
ィ
ス
タ
東
御
に
勝
利

し
た
の
で
首
位
か
ら
3
位

ま
で
が
勝
ち
点
1
で
混
戦

と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り

2
節
逆
転
優
勝
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス
（
女
子
）
10
位
7
月
26
日
第

17
節
終
了
時
点
】

　

プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
2
部
に

所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ

ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）

は
7
月
5
日
（
日
）
ア
ウ
ェ
ー
で
リ
ー

グ
戦
前
半
に
ホ
ー
ム
で
敗
れ
て
い
る
Ｆ

Ｃ
吉
備
国
際
大
学
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｅ
と
戦

い
ま
し
た
が
、
0
︲
4
で
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
7
月
12
日
（
日
）
は
ア
ウ

ェ
ー
で
Ａ
Ｓ
ハ
リ
マ 

ア
ル
ビ
オ
ン
と

対
戦
し
、
こ
ち
ら
も
0
︲
3
で
敗
戦
と

な
り
ま
し
た
。
7
月
19
日
（
日
）
は
ホ

ー
ム
で
ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ
と
対

戦
し
ま
し
た
。
前
半
2
分
鶴
見
選
手
の

ゴ
ー
ル
で
先
制
し
ま
す
が
、
そ
の
後
同

点
と
さ
れ
る
も
、
後
半
26
分
坂
口
選
手

の
ゴ
ー
ル
で
勝
ち
越
し
ま
す
。
し
か
し
、

試
合
終
了
間
際
に
立
て
続
け
に
失
点
し
、

2
︲
3
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
現
在
リ
ー
グ
戦
最
下
位

と
苦
し
い
状
況
で
す
が
、
２
部
残
留
を

目
標
に
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

で
い
ま
す
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
へ
の

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
～
カ
ッ
プ
ス
通
信

～
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
ペ
ー
ジ
に
て
Ｊ
Ｓ

Ｃ
・
Ｊ
Ｓ
Ｃ

Ｌ
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
の
試

合
情
報
や
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム

の
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
試
合

速
報
、
試
合

に
関
す
る
情

報
な
ど
を
随

時
更
新
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi

JAPAN サッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook ～カップス通信～

JAPAN サッカーカレッジ　9 月のホームゲーム
試合日 キックオフ 対戦相手 会場

9月13日㈰ 11時00分 上田ジェンシャン JAPANサッカー
カレッジグラウンド

JAPANサッカーカレッジレディース9月のホームゲーム
試合日 キックオフ 対戦相手 会場

9月6日㈰ 12時00分 福岡J・アンクラス
紫雲寺記念公園
多目的運動広場
（入場無料）

HFL1部得点ランキング
順位 チーム名 勝点 試合 勝数 分数 負数 得失点差
1 アルティスタ東御 32 12 10 1 1 33
2 サウルコス福井 30 12 10 0 2 39
3 JSC 30 12 10 0 2 27
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日　　時
９月１８日（金）

集合時間　午前　９時４５分 （時間厳守）

解散予定　午後　０時１５分

１０月８日（木）　　　
集合時間　午前　９時４５分 （時間厳守）

解散予定　午後　０時１５分

集合場所
（晴天）聖籠緑地公園（ふれあい広場）

（雨天）町民会館（柔剣道場）

（晴天）弁天潟風致公園（遊具側）

（雨天）町民会館（柔剣道場）

持ち物 … お弁当・水筒（お茶）・ピクニックシート・おしぼり・帽子・着替え・
　　　　  おんぶひも（おやつはいりません）
服　装 … お子さんと一緒に遊べるような動きやすい服装や靴でおいでください。

＊ハイハイの赤ちゃんもいっぱい遊べるよ！　みんなで元気に遊ぼう！！

現地集合 みんなで出かけよう！お弁当遠足！

※天候が不安定な場合は聖籠こども園に電話で確認してください。（８時４５分～９時００分の間）
※会場や行き先を知りたい方は、スタッフにお尋ねください。（地図を用意しておきます）
※ハイハイの赤ちゃんはベビーカーやおんぶひもがあると動きやすいですよ！
※お友達やお知り合いの方にも「一緒に遊びましょう」と誘ってください。
※公園ではお子さんから目を離さず一緒に動きましょう。
＊参加される方は、聖籠こども園へ前日の午後５時00分までにご連絡ください。

お問い合わせ　聖籠こども園 すくすくサロン「さくらんぼ」
　　　　　　 ☎ 27－3322　FAX 27－8888

聖籠こども園
子育て支援センター

楽し～い 計画をしています！！

おねがい

　一緒に遊びましょう
　おいでよ!　　
仲間になろうよ!!すくすくサロン「さくらんぼ」

“秋の会”のお知らせ

・チャレンジカードにシールを貼って遊ぼう。

・すべり台などの大型遊具で遊んだり、芝生の広場で遊ぼう。

・おかあさんと追いかけっこをしたり、体をいっぱい動かして遊ぼう。

・松ぼっくりやどんぐりなど自然物を見つけよう。

・素敵な宝物見つかるかな…

お友達と誘い
合って来てね！
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町
の
高
校
生
が
聖
籠
町
役
場
で

　
　
　
　
　
役
場
業
務
を
体
験

　

７
月
15
日（
水
）か
ら
17
日（
金
）

の
３
日
間
、
町
内
在
住
の
高
校
生

が
職
場
体
験
の
た
め
、
聖
籠
町
役

場
ふ
る
さ
と
整
備
課
で
業
務
を
行

い
ま
し
た
。

　

役
場
で
職
場
体
験
を
し
た
の
は
、

新
発
田
南
高
校
の
２
年
生
、
高
橋

諒り
ょ
う馬ま

さ
ん
と
稲
田
栄え

い

大だ
い

さ
ん
。
ふ

る
さ
と
整
備
課
で
行
う
公
園
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
公
園
内
の
樹
木
の
枝

剪
定
、
工
事
の
設
計
、
道
路
修
繕

な
ど
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
町
の
設
備
を
直
す
な
ど
、
維

持
管
理
の
経
験
が
た
め
に
な
っ

た
」
と
、
稲
田
さ
ん
は
「
公
園
内

の
遊
具
の
点
検
や
樹
木
の
剪
定
な

ど
、
利
用
す
る
人
が
危
な
く
な
い

よ
う
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
に
驚

い
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
基
礎
を
作
る
仕
事
、

稲
田
さ
ん
は
設
計
の
仕
事
と
、
将

来
や
り
た
い
仕
事
は
役
場
の
業
務

と
は
異
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
職

場
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
勉
強
に
ぜ

ひ
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲聖籠中学校に隣接する歩道の境界ブロックを修繕する作業の様子。写真左が稲田さん、右が高
橋さん。ずれたブロックを元の位置に戻し、コンクリートで固めた後、型枠を外します。

▶︎
新
発
田
川
放
水
路
に
あ
る
聖
籠
大お
お
ぜ
き堰
管

理
棟
で
堰せ
き

の
役
割
や
水
位
管
理
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
中
央
が
高
橋
さ

ん
、
右
が
稲
田
さ
ん
。

◀
東
港
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
向
か
い
に
建

設
中
の
新
潟
聖
籠
病
院
の
建
設
現
場

も
見
学
し
ま
し
た
。

職場体験をした高校生を紹介します職場体験をした高校生を紹介します

高
たか

橋
はし

 諒
りょうま

馬さん（16）
新発田南高校 2年生

好きな食べ物
　焼肉
特技・趣味
　サッカー
　スノーボード
職場体験で興味が
わいたこと
　道路維持管理作業

稲
いな

田
だ

 栄
えいだい

大さん（16）
新発田南高校 2年生

好きな食べ物
　ラーメン・寿司
特技・趣味
　フットサル

職場体験で興味が
わいたこと
　道路維持管理作業
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お料理力UP講座

み ん な の ひ ろ ば

五十嵐湊太さん 9歳 ガルボさん 18歳荒井大地さん 6歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。（
薄
い
も
の
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
）
住
所
と
名
前
は
必
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希

望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー

ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。）

　

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付

け
ま
す
。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

年間日程 テーマ 内容およびお申し込み〆切

9/15（火） 基本の
調理

「米をおいしく炊く」「天然だしから味噌汁
を作る」基本から始めよう！

お申し込み〆切　9 月 8 日（火）

10/6（火） 家庭料理
～野菜不足の救世主、便利な常備菜～

「健康に配慮したバランス献立を作ろう！
お申し込み〆切　9 月 29 日（火）

時　間：　午前９時 30 分～午後 1 時 00 分
　　　　　（保育ルーム利用の方は午前 9 時 15 分～受付開始）
場　所：　町保健福祉センター ( 栄養指導室 )
対象者：　町内在住または在勤の方
持ち物：　エプロン・三角巾・手ふき用タオル、筆記用具
定　員：　20 人程度
　　　　　　　※保育ルームも事前申し込みが必要です。
　　　　　　　（お茶やおんぶひもなどを用意してください。）

　町では、普段の食事をバランス
よく健康に配慮して作れるように、
お料理力ＵＰ講座を開催します。
　料理があまり得意でないという
方、これから料理を楽しみたいと
いう方、男性の方など大歓迎です。
　基本的な和食を中心に各テーマ
に沿った簡単な献立を調理してい
きます。

お申し込み・お問い合わせ
　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　管理栄養士　☎ 27－6511

平成27年度 食育事業

お料理力UP講座

町の宝で〜す
7月の乳児健診から

山口 凛
り つ き

樹 ちゃん

石栗 碧
あおい

 ちゃん

伊藤 暖
だん

 ちゃん

小林 貴
き

一
いち

 ちゃん

佐々木 奏
かな

仁
ね

 ちゃん

三留 來
らい

輝
き

 ちゃん

近藤 由
ゆい

 ちゃん

井澤 蒼
そ ら

陽 ちゃん

長谷川 瑠
る り

李 ちゃん

木村 優
ゆ ず

杏 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４か
月健診対象乳児を撮影しています。

アップ
好評です

保育
ルーム
無料 ※
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　7 月 24 日（金）、亀代小学校が北陸地方整備
局長表彰を受けました。亀代小学校は、学校支
援地域本部サポーターの皆さんとともに毎年海
岸清掃を実施しています。
　この活動が、「海をきれいにするための一般
協力者の奉仕活動」として評価され、今回の受
彰となりました。亀代小学校の齋

さい

木
き

正
まさ

美
み

校長は
「栄誉ある表彰をいただき、大変光栄です。この
受彰を励みに、今後も、自分たちの地域の宝の
一つである海を美しく保つ活動を続けていきま
す。」と受彰の喜びを語りました。
　亀代小学校と学校支援地域本部サポーターの
皆さん、受彰おめでとうございます。

聖籠中学校が中国広東省
中
ちゅう

山
ざん

大学付属中学校と
交流活動を行いました

毎年の海岸清掃ありがとう
亀代小学校が北陸地方
整備局長表彰を受彰

み ん な の ひ ろ ば

はるマンωさん 11歳 らんさん 18歳治田迅さん ？歳

H・Ｓさん 13歳 井浦凰稀さん 4歳 もも子さん 12歳 マリー♡さん 9歳眞鍋美穂さん 9歳

　7月 21 日（火）、聖籠中学校に中国広東省の中
山大学付属中学校（以下、中山大付中）の学生
41人と教職員２人が訪れ、交流会が行われました。
　交流会では、中山大付中校長のあいさつの後、
芸能交歓が行われ、中山大付中生徒による演舞
披露と、聖籠中学校吹奏楽部による演奏が披露
されました。
　芸能交歓の後は交流活動として、お互いの平
和への願いを込め、折り鶴をともに折りました。
　中山大付中の生徒は折り鶴を折ることが初め
て。聖籠中の生徒たちは英語と身振り手振りを
交えて折り方を丁寧に説明しながら一緒に折り
鶴を折り、でき上がった折り鶴を千羽鶴のよう
に束ねて中山大付中にプレゼントしました。

▶︎
表
彰
状
を
渡
す
藤ふ
じ
や
ま山
秀ひ
で
あ
き章
北
陸
地
方
整
備
局

長
（
右
）
と
校
長
の
代
理
で
表
彰
状
を
受
け

取
る
亀
代
小
学
校
の
須
貝
教
頭
先
生
（
左
）。

▶︎
折
り
鶴
を
折
る
交
流
活
動
の
様
子
。
聖
籠
中

の
生
徒
（
左
、
中
央
）
が
中
山
大
付
中
の
生

徒
（
右
）
に
英
語
と
身
振
り
手
振
り
で
丁
寧

に
折
り
方
を
教
え
ま
し
た
。
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　８月７日（金）、平成 27 年度の第１回教育研修会が
開催されました。
　今回の研修会はパネルディスカッション方式で実施
されました。コーディネーターを務めたのは新潟大学
教育学部の長澤正

まさ

樹
き

教授。パネリストは地域や保護者、
教育関係者や行政関係者からの代表６名が務め、それ
ぞれの立場から特別支援教育の充実に向けた体制に関
して議論や意見の発表をされました。
　パネルディスカッション中には、参加者からも意見
を募り、「学区内で
障がいのある児童に
ついての情報を共有
できないか」など、
会場からも積極的な
意見発表がありまし
た。

聖籠中学校  相馬拓実さんが
新潟県中学校柔道大会60kg級優勝!
第46回全国中学校柔道大会に出場!

聖籠町の教育を考える
教育研修会が開催されました

　聖籠中学校３年の相馬拓
たく

実
み

さん（以下、相馬選手）
が 7月 25 日（土）に行われた新潟県中学校柔道大会
で個人 60kg 級（以下、同階級）に出場し、見事優勝
しました！
　相馬選手は、８月４日（火）に行われた北信越中学
校柔道大会で同階級に出場し、３位の成績を収め、第
46 回全国中学校柔道大会に出場しました。
　全国中学校柔道大会前の８月 10 日（月）、役場を訪
問し、渡邊町長に県大会と北信越大会の結果と全国大
会出場の報告をした相馬選手。「背負い投げが得意」
と町長に語り、町長からの激励に精一杯がんばりたい
と意気込みました。
　県大会優勝、北信越大会 3位おめでとうございます。

▲渡邊町長（左）と激励の握手を交わす相馬選手（右）。
▲長澤教授（左）とパネリストの皆さん（右から６人）。

　このコーナーでは、町政ポストに投
稿のあった町政に対するご意見、ご質
問とそれに対するご回答を紹介します。
　投稿者は年代と性別だけ表示します。

　町政ポストはがきやＥメールでご投
稿いただいたご意見・ご質問を広報に
て紹介します。あらかじめご了承くだ
さい。

　なお、投稿者や第三者のプライバシーを害する恐れがある
場合など、投稿と回答の内容によっては掲載しないこともあ
ります。

町政ポスト Ｑ＆Ａ
二
本
松
児
童
遊
園
の
遊
具
を

�

整
備
し
て
く
だ
さ
い
！

　
二
本
松
集
落
は
子
ど
も
の
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
二
本
松
の
児
童

遊
園
は
松
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

遊
具
も
ど
ん
ど
ん
減
り
、
元
気
に

体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
場
所
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
と
て
も
悪
い
家
で

の
遊
び
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
二
本
松
遊
園
の
遊
具
を
増
や
し

て
く
だ
さ
い
。
弁
天
潟
風
致
公
園

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
公
園
を
も

っ
と
よ
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　

こ
の
た
び
は
ご
意
見
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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ご
意
見
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
外
で
遊
ぶ

姿
は
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

現
在
、
二
本
松
児
童
遊
園
に
は
ブ

ラ
ン
コ
、
シ
ー
ソ
ー
、
鉄
棒
な
ど

の
遊
具
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ー
ソ

ー
に
つ
い
て
は
２
台
の
う
ち
１
台

は
破
損
に
よ
り
撤
去
し
て
お
り
、

子
ど
も
の
人
数
か
ら
見
て
も
十
分

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
後
予
算
の

範
囲
内
で
検
討
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
対
象
年
齢
や
遊
具
の

種
類
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
保
護
者
の
方
と
協
議

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

今
後
も
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

図
書
館
の
庭
園
は
危
険
？

安
全
確
保
を
し
て
く
だ
さ
い

　
役
場
前
か
ら
図
書
館
へ
続
く
庭

園
に
は
、
あ
ち
こ
ち
に
ホ
ー
ス
や

赤
い
三
角
コ
ー
ン
が
あ
り
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
が
常
に
動
い
て
い
ま

す
。

　
２
人
の
子
ど
も
を
自
転
車
で
図

書
館
に
連
れ
て
い
く
と
き
に
通
っ

た
ら
、
下
の
子
が
ホ
ー
ス
に
引
っ

か
か
り
転
倒
し
、
上
の
子
は
び
し

ょ
ぬ
れ
に
な
り
ま
し
た
。
暑
い
日

の
夕
方
に
涼
み
に
散
歩
に
行
っ
て

も
水
が
出
て
い
ま
し
た
。
危
な
く

て
子
ど
も
だ
け
で
は
図
書
館
脇
の

庭
園
に
行
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
周
囲
の
安
全
確
保
を
お
願
い
し

ま
す
。

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
聖
籠
町
立
図
書
館
）

　

い
つ
も
図
書
館
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
立
図
書
館
の
芝
生
広
場
は
、

今
夏
は
好
天
が
続
き
降
雨
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

で
水
や
り
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

注
意
喚
起
の
た
め
、
三
角
コ
ー
ン

を
要
所
に
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
開
館
時

間
外
に
水
や
り
を
行
い
、
利
用
者

の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
立
図
書
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

夜
勤
の
と
き
午
後
に
寝
て
も

下
校
放
送
で
眠
れ
ま
せ
ん
！

　
夜
勤
時
に
朝
帰
宅
し
、
お
昼
前

後
に
就
寝
し
ま
す
が
、
14
時
半
か

ら
15
時
前
後
に
「
小
学
校
低
学
年

の
下
校
時
間
」
の
屋
外
放
送
が
大

音
量
で
流
れ
、
目
が
覚
め
ま
す
。

ま
た
寝
よ
う
と
し
て
も
な
か
な
か

寝
付
け
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
な
思

い
を
し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
小
学
校
低
学
年
の
下
校
時
間
」

の
屋
外
放
送
を
中
止
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
無
理
で
あ
れ
ば
、
音
量
を
半
分

に
で
き
な
い
か
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。
緊
急
放
送
は
今
ま
で
ど
お
り

で
構
い
ま
せ
ん
。

�
（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
・

生
活
環
境
課
）

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

勤
務
の
関
係
で
昼
間
の
時
間
帯

に
就
寝
さ
れ
る
方
、
乳
幼
児
の
お

昼
寝
、
体
調
不
良
で
お
休
み
の
方

な
ど
、
様
々
な
方
が
お
い
で
で
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
低
学
年
の
下
校
放
送
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
よ
り

町
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
の
高

ま
り
か
ら
、
下
校
時
刻
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
下
校
を
町
民
の
皆

さ
ん
が
見
守
り
、
交
通
事
故
防
止
、

防
犯
対
策
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
最

近
、
町
内
で
も
不
審
者
事
案
が
発

生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
の
周
知
、
防
犯
ブ

ザ
ー
所
持
の
奨
励
、
複
数
下
校
な

ど
の
指
導
を
強
化
し
て
お
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
下
校
放
送
は
、
非
常

に
効
果
が
あ
り
重
要
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
方
も
お
い
で
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
音
量
を
下
げ
る
こ
と
に

関
し
て
で
す
が
、
当
該
放
送
を
行

っ
て
い
る
町
の
防
災
行
政
無
線
は
、

日
頃
の
各
種
情
報
の
伝
達
だ
け
で

な
く
、
災
害
発
生
時
、
停
電
な
ど

他
の
情
報
通
信
が
使
用
で
き
な
い

場
合
の
町
民
へ
の
重
要
な
情
報
伝

達
手
段
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
い

ま
し
て
、
各
集
落
に
設
置
し
て
い

る
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

集
落
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
音
量
を
下

げ
る
と
災
害
発
生
時
に
集
落
全
体

に
情
報
伝
達
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

対
応
す
る
た
め
の
こ
と
で
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お問い合わせ
　役場総務課 
　広報広聴係
　（内線 222）



夏フェス in 聖籠　今年も盛り上がる
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▲「聖籠マリンフェスタ 2015」のイベントの様子。（左）ビーチサンダル飛ばし大会　（中央上）砂浜宝探し
　 （右上）地引網　（中央下）ステージイベント　（右下）素人せり市の落札者と豪華海産物

▲「第 19 回聖籠夏まつり」の様子。（左 3 枚）8 月 1 日のステージ公演。上から蓮潟こども園、
　  蓮野こども園、亀代こども園。　（中央 4 枚）8 月 2 日のビーチコンサート　（右）海上花火大会の花火の様子

　聖籠町の夏の２大まつり「聖籠マリンフェスタ2015」（ 7月19日（日）。以下、マリフェス）と「第19回聖籠夏まつり」（ 8
月 1日（土）、2日（日）。以下、夏まつり）が今年も大盛況に終わりました。マリフェスでは、約 4,000 人、夏まつりで
は約 1万 5,000 人と多くの方にご来場いただきました。来年も聖籠町の「夏フェス」を一緒に盛り上げましょう! !


